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被害者等支援計画 

 

１ 被害者等支援の基本的な方針 

当社では、「安全報告書」にも記載のとおり、輸送の安全を確保するため、経営トップで

ある社長をはじめとする経営管理部門から第一線の現場で働く現業実施部門の全従業員

までが一丸となり、安全第一の意識をもって事業活動を行っています。 

大正 15（1926）年 1月16日、小涌谷駅～宮ノ下駅間で脱線転覆事故が発生し、18名

ものお客さまが亡くなりました。当社ではこの事故を風化させないため、事故が発生し

た 1月16日を「安全の日」として制定し、社長以下の管理職が出席し、事故現場近くの

寺院および事故発生場所で犠牲となった方々の追悼供養を行い、無事故の誓いを新たに

しています。 

しかし、万が一、人命に関わる重大な事故が発生した場合は、被害の拡大を防ぎ、人

命の救助を第一に行動します。また、直ちに経営トップを中心とした総合対策本部を設

置するとともに、可能な限り速やかに事故の被害に遭われたお客さまおよびそのご家族

に寄り添い、誠意を持って継続的に支援していきます。 

上記の内容を踏まえたうえで、国土交通省の「公共交通事業者による被害者等支援計

画作成ガイドライン」に則って「被害者等支援計画」を策定します。 

 

２ 被害者等支援の基本的な実施内容 

事故発生直後においては、事故の被害、規模等を勘案し、経営層をトップとする総合

対策本部を設置します。 

また、対策本部内に被害者支援チームを設置し、被害に遭われたお客さまおよびその

ご家族への連絡、支援等を実施します。 

⑴ 情報提供 

① 事故情報の家族への伝達 

被害に遭われたお客さまの情報については、事故現場において国土交通省と連携

のうえ、警察、消防、病院等から情報を収集し、可能な限りご家族への情報提供に

努めていきます。報道等で被害に遭われたお客さまの氏名等が公表されている場合

であっても、当社からあらためてご連絡するよう努めていきます。 

また、ご家族からの問合せに対応するために、できる限りの努力をし情報を提供

いたします。 
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② 乗客情報及び安否情報の取扱い 

被害に遭われたお客さまの情報については、個人情報保護の観点から適切に取り扱

います。 

また、ご家族とご連絡が取れた場合において、ご家族が被害に遭われたお客さまの情

報を公表することを希望されない場合は、原則としてそのご意向に沿った対応をい

たします。 

③ 被害者等への継続的情報提供 

事故現場に赴けない等の事情があるご家族に対して、継続的に情報を提供するよう

に努めてまいります。 

また、事故に関する情報や再発防止策等についても、被害に遭われたお客さまや

ご家族に提供していきます。 

⑵ 事故現場等における対応 

① ご家族への事故現場等への案内 

被害に遭われたお客さまのご家族が事故現場等へ移動する場合、移動や宿泊等に

ついて必要に応じた支援を実施していきます。 

② 滞在中の支援 

事故発生直後にご家族が事故現場で情報収集等を実施する場合、ご家族からの要

望に誠実に対応することを前提に、安否確認への付き添い、食料・飲料、宿泊場所

等の手配等、必要な支援を可能な限り実施していきます。 

⑶ 継続的な対応 

① 被害者等からの相談受付体制 

事故の規模等に応じ担当者を配置し、被害に遭われたお客さまおよびそのご家族

に継続的に支援を実施していきます。 

② 被害者等に対するサポート 

被害に遭われたお客さまおよびそのご家族の希望を尊重しながら、必要な支援を

実施していきます。特に、精神的ケア等、専門家が実施することが望ましい支援に

ついては、行政機関、公的・民間医療機関等と連携しながら実施していきます。 
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３ 被害者等支援の基本的な実施体制 

⑴ 体制について 

事故の発生直後は、事故の被害、規模等を勘案し、経営層をトップとする総合対策

本部を設置します。 

また、総合対策本部内に、各種チームを設置し、被害に遭われたお客さまの支援、

広報対応等を実施します。 

中長期的には、事故の被害、規模等に応じて専門部署を設置のうえ、被害に遭われ

たお客さまごとに担当者を設置し、継続的な支援を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 研修・教育・訓練等 

適切な被害者支援の実施に向けて、以下の教育・訓練を定期的に実施いたします。 

・緊急時の対応力を高めるために、各種防災訓練を実施します。 

・人命救助等を迅速に実施するために、列車脱線等の重大事故を想定した「異常時

総合訓練」を実施します。 

・過去に起きた事故の風化防止を図り、安全に対する組織風土の醸成と安全意識の

高揚を図るために、講演会等の各種教育を実施します。 

・事故の被害に遭われたお客さまおよびご家族に寄り添い、適切な支援を行うため

の教育を実施します。 

 

以 上 
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